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A 110 変質 瓦 豆油, ■ヽ'フライ試 料 にμ.ば す影 響

中村 学園大 象眼　 古賀 叉子　0  ill Oり

〔(社)日 本 家 政 学 会

目的　 前報 り;  いで続 き、今 回ll 娼廷μ 離32nimお よび'40≫i≪のl 種 。変質刄£油､りW 白 ｹﾞ

ﾙ 象揚げ凩 及 ば す影 響a 走査型 電顕（SEiD 像につい ても調 べに。

方砥　 泡延 距離26 ≪≫の末加熱 尺 豆油 のan ヽ、前報 ’）に早 び調製 レに52 ．。お よび舶、､n.ff)  変

質 友 豆油 １ 用 い(S-26，S･52,S･40）、12.5 '/.の卯 白i ル1 I7O'G.    2 分間 の棄揚･ ﾃﾞとしr; （EWF26,

EWF･52, £WF-4∂)。 これらの表面付議佃煮 、 吸油量-   ヂ タス ヂ。- の計丿緬^ a･ ’`茜能テ入ト

は 前柾 ’同俵 でゐつ{' 、SEM 試P ＼[t £Wf料 の表層却おi  び内層部i 、(jLA－Os・ ニtia 定後、

乾 痩 レ.   金i 差､| しにし 。I 日本 子JSM-T300 てり硯蔡 り 乱2 。0檀 および2oooo 糖 ）。

結 果　26  ! l3 32 おi  び4oe. i  ')、 すべて の親 察 て呵 り ヽ、;4l≪勺 の軽;r *ヽ噸 われに・

£WF 群・i2 お よJA'4∂£ に関 レ てil-   水 分^ おi. ば表釧-^ 羞油季 にU いて、 ろi e. ai ∂s. に対

いl  ^- に低く、り（､､バh'   i   が､くo.o/)、吸油 量、 ザタスチ、。ロメ ー9  -  にお1  る圧縮 および･

剪跨に よ るかn  ? はヽ32 区は4∂区に対 レ、 それi:" れ廟烏にill < （ が ρ､os およ が）く∂.01 ) 、

52 E. で` ･l水 と油 の交換 かご円滑 で' 恥 に とみ られvで。 レ･､ヽ レ、内 区 のテ フスチュC?    ゲ7    iヽ l1

頬似 でヽ、凝 集性 の(J* ヽ官能 子ストにお けゐ″油 。ii･ド 、"｡ヽr;;!"  r  口内 区間 に肩丸･舶1 な

かっ に・SE 叩豪に聞 レ、200 ∂諸a) 表層部 で゙ほ、32  £｡、こおい てχ?  '■J`空孔 々ヽ rみ ら れに。

20Mｲti ておケゐ内部 化に フい てa 、 両区｡と も衷状 のユニットび薦 県 ごれに 々ヽ r、 ユ ニヴト の

表層面II 、32  区は粗r り うc l fl すゐ<n に対 レ、 佃£ tl 滑 り りE. 呈'f i h，。I･^ 。r; 。

以 ぷ､、SEM-flL し含み、恥。油 にお い て鴇 、い) (?) 重f;  <r' 々 ヽみ̂ ら れr; 、

･〉 昭和51 年 度　 日 本象 疋 営会 年次 反 会肩 気発 表要 旨某

A Ill 疏策の煮込みヽ調 理に屠 用し瓦トウモロコシ珀 の粕 已について（ 統報 ）

広 島匁惟放散有　・ 田村咲耳

広島大教 育　　　　 桑港ヽ ^ 處

目的　良篆の炒^ 煮 やシテ，･り などの煮込 み調理 に植物油(    1- ヤモ.a っシ油 り 使If! I
ft 場合, 々刎

支験 にり 明り川 八 報を1 r^. 本報ru.   さい 噴 菜の種類 を^ すヒヒ七卜 仰の薇粟

にっ いて13- 貯戯S  敢 瞬 孵 七 い ぺf-v
 .

方-^、 甲いた珀 ほコーンサラダ'油( 味 の嘩ﾄk  哨μ 弧) て≒ 疏篆ほ申販のタマネギ，ニ

ンーク，根深坏ギ, トマト，ナス,   ヒ' －マン( 知 也，促喫)  ,  ｼﾞ`ヤゲイe  , ニンジン，9"

イ゜レ,   考マA' ツ， 包゙゜りを用u'ft.　｜回 に疏莱/μμ 刻々. 水幼 心リ ロえて即秒闇 ミキ

サ ーにか･ｱ て沸砕I  社後, ぶ〉Jl口水 て･･が'クヌ,鏑 に浹い込り. これ八コーン油夕≪i画加 えて
帰 順1$  1 r  う梵て2 時間檄沸珠 加れ に.  途守を発水^ 神フ乱 々の後油 を＼m収レ 意

涛・ 脱水債 ，祓伯iAV),   過酸化丿刎面(pov  ) ．p  Iレポ－)レ価C  cv)2  測tl   瓦．

加果 水 謂t^  に珀μ^ を加えてｶﾛ熱I  n 対照に比ぺ'，疏莱添 加ク･t   のでほ特 に?DV に

傾きな秀 侭みうれ扱．根 濯才ぞやどー･マン添加ではあ いPOVTt  , ニーンぐンやト，ト グ'イ

3 ン，r ス,   ｼﾞ'ヤが4  七添 加でほ低 い?即if. しf-. ニンジ'ンほ｜ 回に|阿 梗 用け 七場合
にも顕馮なi勧び印制作甲を.晋レ さらにピ ーマンとご･ンゾンを合せて用いれ場合にi ピ ー

マン単絢 そ馴Utt べ`て明り ぺ 油ク･醇化l 抑制しに タマネぞ の貯蔵日数O) POV にElぼ す

影響/a, 貯勣 刀期て'･は対照と変わらなし＼≪＼",   以後発毎期 晋で漸 蔵り 三i(フロよ次第に 剛 吾
エ琴かt!:ゐように働 いr-. これIリt  Iて●･ｙ－･ク･i農期 貯蔵にK いてもヽ,終始脚 乙? 抑制す

ゐようli働i)r-c.  M/ ，t/ は全拝にぢきな変動 が`みうれ'S力い た.


